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明けましておめでとうございます
本年もお元気で安全就業を心からお祈りします

令和４年　元旦　　理事長　寺田 重和



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
し

い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご

理
解
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
会
員
の
就
業
が
制
限
さ
れ
る
な

ど
多
大
な
影
響
を
受
け
た
1
年
で
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
収
束
に
至
っ
て
は
お

ら
ず
、
新
た
に
変
異
株
に
よ
る
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
油
断
せ
ず
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
感
染
防
止
対
策
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
2

月
か
ら
高
齢
者
の
3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
る

予
定
で
あ
り
、
飲
み
薬
の
開
発
も
進
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
徐
々
に
収
束
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
昨
年
4
月
に
「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定

等
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
人
口
が
減
少
す
る
中

で
、
経
済
社
会
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
、
働
く
意
欲

の
あ
る
高
年
齢
者
が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
・
活
躍

で
き
る
環
境
の
整
備
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
、
70
歳
ま
で
の
定
年
引
上
げ
や
定
年
制
の
廃
止
な
ど

が
事
業
主
の
努
力
義
務
と
し
て
定
め
ら
れ
、
高
齢
に

な
っ
て
も
働
け
る
機
会
が
増
や
さ
れ
た
こ
と
で
、
セ
ン

タ
ー
へ
の
入
会
年
齢
の
高
年
齢
化
と
入
会
者
の
減
少
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
就
業
を
希
望
す
る
高
齢

者
の
方
に
地
域
に
密
着
し
た
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕

事
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
生
き
が
い
や
社
会
参
加
を
実

感
で
き
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
地
域
貢

献
と
い
う
意
味
か
ら
も
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
積
極
的
に
会
員
の

確
保
、
就
業
機
会
の
拡
大
、
安
全
就
業
の
徹
底
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
ま
く
社
会

情
勢
は
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
今

年
も
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
、
魅
力
の
あ

る
地
域
に
根
差
し
た
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

公
益
社
団
法
人

　
　
　
鈴
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

役
員
一
同

理
事
長
　
　
　
　
　
寺
田
　
重
和

副
理
事
長
　
　
　
　
　
田
中
　
忠
夫

常
務
理
事
　
　
　
　
　
杉
山
　
保
夫

理
　
　
事
　
　
　
　
　
小
河
　
義
夫

理
　
　
事
　
　
　
　
　
今
井
　
　
豊

理
　
　
事
　
　
　
　
　
木
全
　
文
夫

理
　
　
事
　
　
　
　
　
田
中
　
君
子

理
　
　
事
　
　
　
　
　
多
賀
　
敏
行

理
　
　
事
　
　
　
　
　
北
川
　
治
生

理
　
　
事
　
　
　
　
　
山
元
ふ
み
子

理
　
　
事
　
　
　
　
　
堀
江
　
信
介

理
　
　
事
　
　
　
　
　
成
松
　
正
子

理
　
　
事
　
　
　
　
　
丹
羽
威
知
郎

監
　
　
事
　
　
　
　
　
大
久
保
　
孝

監
　
　
事
　
　
　
　
　
辻
本
紳
一
郎

2

理
事
長

　
　

寺　

田　

重　

和

生
き
が
い
や
社
会
参
加
を
実
感
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
‼



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
鈴
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
な
ら
び
に
御
家
族
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
格
別
の
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
貴

セ
ン
タ
ー
に
は
、
平
素
よ
り
高
齢
者
へ
の
就
業
機
会

の
提
供
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
方
々
が
健
康
で
い
き

い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
、
多

大
な
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
社
会
全
体
が
大
き
く
影
響

を
受
け
た
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
12
歳
以
上
の
80
％
を

超
え
る
方
が
2
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
る
な

ど
、
感
染
対
策
も
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

皆
様
の
御
協
力
に
よ
る
も
の
と
、
改
め
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
少
子
・
高
齢
社
会
が
進
行
す
る
一

方
、
勤
労
意
欲
に
溢
れ
る
高
齢
者
の
方
々
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
生

涯
に
わ
た
り
現
役
で
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
社
会
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
元
年
か
ら
本
市
が
参
画
す

る
「
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
協
議
会
」
で
も
、
三

重
県
、
県
内
商
工
業
団
体
、
高
齢
者
福
祉
団
体
等
と

協
働
し
、
働
く
意
欲
を
持
っ
た
高
齢
者
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
能
力
や
経
験
を
生
か
し
、
希
望
す
る
職

種
・
職
場
で
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
生
涯

現
役
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
一
人

一
人
が
、
夢
や
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
『
地
域
の
中
で
高

齢
者
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
ま
ち
「
す
ず
か
」
を
め
ざ

し
て
』
を
基
本
理
念
と
し
て
、
自
発
的
な
社
会
参
加
や

充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

今
後
も
、
貴
セ
ン
タ
ー
と
の
一
層
の
連
携
の
も
と

で
、
高
齢
者
の
皆
様
が
培
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
、
地
域
貢
献
や
社
会
参
加
を
す
る
こ
と
で
、

元
気
に
活
躍
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
こ
そ
は
穏
や
か
な
年
に
な
る
こ
と
を

願
う
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す職

員
一
同

鈴
鹿
市
長

　
　

末　

松　

則　

子

後列左より　杉本光芳　下鵜瀬修治　今村和司　一尾三佳　田中友江　武田智美　杉野正人　栗本光代　仲見繁德
前列左より　伊藤久代　杉山事務局長　寺田理事長　山田業務課長　小原はるか　片岡総務課長

3

生
涯
現
役
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に



4

　コロナ禍の中、令和3年9月末の契約額総額（請
負・委任、派遣）は、2億3,734万5,000円で、前年同
月と比べて1,249万9,000円の減少でした。就業形態
別では、請負・委任契約額は約350万円増加したも
のの、派遣契約額は、派遣契約の終了等などによ
り約1,600万円減少となりました。
　コロナ禍前の令和元年9月末と比べると契約額総
額で約3,500万円、約13％減少という厳しい状況と
なっており、1日も早いコロナの収束が待たれると
ころです。
　事業所訪問は、コロナ禍により困難な状況でし
たが、市内の家庭にシルバー人材センターのチラ
シをポスティングするなど、新規就業先の開拓に
努めました。

　今年9月末現在の総会員数は、832人で前年同月と比べて32人の減少です。性別では、男性が22人減少、
女性が10人の減少でした。
　企業における高齢者雇用の定着やコロナ禍の影響により、令和元年度から会員数は減少傾向にあり、
大変厳しい状況となっています。
　また、会員の平均年齢は、73.8歳で昨年に比べて0.5歳上昇し高年齢化が進んでいます。
　今後も新規会員を獲得するため、入会説明会の開催や様々な広報活動を展開していきますので、会員
の皆様のご協力をお願いします。　

会員の状況

除草・草刈・剪定作業の人材を求めています!!

事業実績

　3つの業務については、登録者が少ないため、業務の依頼がきてもお断りする場合があるのが現状で
す。
　会員の皆様、またお知り合いの方で「詳細を知りたい」「登録したい」と思われる方がおられまし
たらお気軽にお問い合わせください。

上半期の事業状況上半期の事業状況

請負・委任 派遣 計

■契約額の比較（9月末）
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506

358

484

348

0

200

400

600

800

1000

令和3年令和2年

864 832

（人）

令和3年令和2年
73

73.5

74

73.3

73.8

73.3



実
施
日
 8
月
18
日（
水
）9
時
30
分
〜　

市
長
へ
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜　
　
　

議
長
へ
要
望

　　

理
事
長
・
副
理
事
長
・
常
務
理
事
の
3
名
が
鈴
鹿
市

役
所
を
訪
問
し
、
市
産
業
振
興
部
長
同
席
の
も
と
、
末

松
市
長
、
森
市
議
会
議
長
に
対
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の

現
状
お
よ
び
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
役
割

の
意
義
と
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
の
重
要
性

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、次
の
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

●
事
業
運
営
補
助
の
確
保
・
拡
大

●
公
共
事
業
の
発
注
拡
大

●
市
広
報
媒
体
の
活
用
及
び
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
へ
の

　

協
力

■
第
3
回
理
事
会

　

日　

時　

9
月
10
日（
金
）13
時
30
分
〜

　

場　

所　

シ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
室

審
議
事
項

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
す
べ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。  

●
令
和
3
年
度
第
1
回
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

令
和
2
年
度
決
算
の
確
定
及
び
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
の
購
入
等
に
伴
い
令
和
3
年
度
収
支
予
算
を

補
正
し
ま
し
た
。        

●
中
期
計
画
策
定
委
員
会
設
置
要
領
の
改
正
に
つ
い
て

次
期
中
期
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
設
置
要

領
を
改
正
し
ま
し
た
。

 

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
で
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
周
知
・
広
報
す
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
に
対
す
る
技
能
講
習
と
就
業
体
験
を

実
施
し
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
高
齢

者
の
一
層
の
活
躍
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

◆
公
園
管
理
の
し
ご
と
体
験

   

実
施
日   

10
月
29
日（
金
）

   

場　

所   

鈴
鹿
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

   

受
講
者   

7
名

末松市長と森市議会議長に
要望書を手渡す寺田理事長

就業体験風景

5

鈴
鹿
市
に
対
し
て
要
望
活
動
を
実
施

理
事
会
だ
よ
り

高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業



4
月
か
ら
10
月
ま
で
に
人
身
事
故
が
10
件
、
物
損
事

故
が
11
件
発
生
し
ま
し
た
。

■
足
元
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

人
身
事
故
の
受
傷
内
容
は
、
転
倒
な
ど
に
よ
る
足
の

捻
挫
・
打
撲
が
最
も
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
就
業

中
・
就
業
途
上
に
関
わ
ら
ず
足
元
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

■
慎
重
な
行
動
と
安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

物
損
事
故
で
は
、
自
動
車
の
運
転
中
が
5
件
、
草
刈

作
業
中
が
4
件
発
生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
事
故
も
周

囲
の
状
況
を
注
意
し
て
い
れ
ば
、
防
げ
た
事
故
で
し

た
。
自
動
車
の
運
転
及
び
就
業
に
際
し
て
は
、
慎
重
な

行
動
と
周
囲
の
安
全
確
認
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

就
業
中
の
事
故
防
止
を
目
的
に
安
全
・
適
正
就
業
委

員
会
委
員（
事
務
局
職
員
、
会
員
）に
よ
る
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
4
月
か
ら
10
月
ま
で
に
5
回
実
施
し
ま
し

た
。
草
刈
、
剪
定
、
除
草
な
ど
16
か
所
の
現
場
の
就
業

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
次
の
不
適
切
事
例
が
あ
り
改
善

す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。  

・
安
全
対
策
用
コ
ー
ン
の
未
設
置
1
件
、
設
置
数
不
足

1
件

・
三
脚
の
設
置
が
不
安
定
1
件

・
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
の
保
管
場
所
が
不
適
切（
熱
い
と

こ
ろ
に
置
い
て
あ
る
）
2
件

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
未
着
用
2
件
、
あ
ご
ひ
も
を
締
め
て
い

な
い
1
件 

■
安
全・適
正
就
業
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
就
業
前
に
は
必
ず
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
作
業
手
順
の
確
認
や
作
業
に
潜

む
危
険
の
認
識
（
ハ
チ
刺
さ
れ
等
）
、
体
調
の
確
認
、

安
全
装
備
の
確
認
を
行
い
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。日

頃
か
ら
運
転
に
携
わ
っ
て
い
る
会
員
9
名
を
対
象

に
交
通
安
全
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
は
、
熱
心
に
講
習
を
受
講
し
、
運
転

技
術
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

●
実
施
日　

11
月
25
日（
木
）、
30
日（
火
）、

　
　
　
　
　

12
月
1
日（
水
）

          　

（
各
日
、
3
名
ず
つ
参
加
）

●
場　

所　

中
勢
自
動
車
学
校

●
内　

容　

講
義
、
路
上
運
転
2
回
、
運
転
診
断

※
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
車
は
日
々
進
化
し
て
い
ま
す
が
、
人
は
年
齢
と

と
も
に
能
力
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
体
力
維
持
に
努

め
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

安全パトロール風景

6

１ 
事
故
発
生
状
況
（
令
和
３
年
４
月
１
日
〜
10
月
31
日
）

２ 
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

３ 

交
通
安
全
講
習

安
全
・
適
正
就
業

事
故
を
無
く
す
た
め
に
は
、

何
よ
り
も
自
分
自
身
の

心
構
え
が一
番
で
す
！

【人身事故10件の内訳】

【物損事故11件の内訳】
月　日 区　分 内　　　　　容
 4月 21日
 5月 12日
 6月 21日
 7月 19日
 8月 19日
 9月 1日
 ９月 4日
 9月 6日
 9月 29日
 10月 7日
 10月 20日

清掃センターでゴミ搬入待機中、前方車両に衝突。
網戸張替え作業中、ガラス戸破損。
軽トラックを後退させ、階段の波板トタンを破損。
トラック（就業先所有車両）後退時、テラス小屋塀を損壊。トラックのテールカバー破損。
出勤途中、交差点（信号なし、一時停止なし）で接触事故。
草刈作業中、自動販売機の電源コード切断。
草刈作業中、住宅のガス給湯器導水管破損、水漏れ。
草刈作業中、電源コード破損。
家事援助作業中、皿を破損。
清掃センターで、自車後退時後方車両に衝突。
草刈作業中、飛び石により駐車車両の後部ガラス破損。

就業中
就業中
就業中
就業中
就業中
就業中
就業中
就業中
就業中
就業中
就業中

月　日 区　分 入・通院内　　　　　容
 5月 10日
 7月 5日
 7月 11日
 7月 22日
 7月 23日
 8月 4日
 8月 9日
 8月 13日
 9月 9日
 10月 8日

清掃作業中、40㎝の段差をあがる際、左ひざをひねり捻挫。
帰宅途中、道路との段差につまずき転倒し、左足打撲。
ワゴンを移動中、右足首をくじいて捻挫。
剪定作業中、足長バチに右腕、右手中指を刺された
清掃作業中、気分が悪くなり救急搬送。熱中症と診断。
清掃作業中、息切れ、めまいがあり病院受診。熱中症と診断。
ゴミ収集中、腰をひねった。ぎっくり腰と診断。
清掃作業中、滑って転倒し右膝打撲。
昼食カートを移動中、カートと床の間に右足をはさみ捻挫。
剪定作業中、キイロスズメバチに左手を刺された。

就業中
途上
就業中
就業中
就業中
就業中
就業中
就業中
就業中
就業中

通院
－
通院
通院
入院
入院
通院
－
－
通院
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◆
発
注
者
様

　

鈴
鹿
市
役
所

●
会
員
さ
ん
の
就
業
内
容

　

発
掘
調
査
業
務
（
「
富
士
山
一
号
墳
」
等
）

●
発
注
者
様
の
声

鈴
鹿
市
で
は
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
さ
ん
に
は
、
遺
跡
の

掘
削
や
、
土
器
の
取
り
上
げ
等
の
作
業
に
8
名
の
方
が

担
当
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
調
査
中
の
富
士
山
一

号
墳
（
国
分
町
）
に
は
4
名
の
会
員
さ
ん
に
従
事
い
た

だ
き
、
丁
寧
な
作
業
ぶ
り
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
古
墳
は
、
市
内
で
も
有
数
の
規
模
を
誇
る
ホ
タ

テ
貝
式
古
墳
で
、
埴
輪
や
葺
石
が
出
土
す
る
と
と
も
に

日
々
新
た
な
発
見
も
あ
り
、
大
変
刺
激
的
な
現
場
で

す
。
考
古
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
土
器
を
自
分
の

手
で
発
見
で
き
る
と
い
う
の
も
、
こ
の
仕
事
の
魅
力
の

一
つ
で
す
。

今
後
も
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
お
力
を
お
借
り
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
会
員
さ
ん

吉
岡　

健
次
さ
ん　

伊
藤　

和
代
さ
ん

木
村　

芳
雄
さ
ん　

酒
井　

新
治
さ
ん

●
会
員
さ
ん
の
声
（
4
名
の
声
を
ま
と
め
ま
し
た
）

①
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
さ
れ
た
動
機
は
。

　

退
職
後
に
別
の
仕
事
が
し
た
い
と
考
え
、
ま
た
以
前

か
ら
発
掘
調
査
に
興
味
が
あ
り
、
仕
事
を
希
望
し
て
い

た
た
め
、
ま
た
、
仲
間
づ
く
り
の
た
め
に
シ
ル
バ
ー
に

入
会
し
た
。

②
就
業
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
。

　

安
全
作
業
を
徹
底
し
、
働
く
仲
間
に
迷
惑
を
か
け

ず
、
対
人
関
係
を
大
切
に
す
る
。

③
就
業
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
は
。

　

重
要
な
遺
物
、
遺
構
を
掘
り
出
し
た
と
き
。

④
就
業
を
通
じ
て
得
た
こ
と
は
。

　

発
掘
調
査
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
に
よ

り
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
仲
間
づ
く
り
が
で

き
た
こ
と
。

⑤
健
康
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
て
お
ら
れ

ま
す
か
。

　

日
光
を
浴
び
る
こ
と
や
適
度
な
運
動
な
ど
を
す
る
。

⑥
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
を
考
え
て
い
る
方
へ
。

　

作
業
の
中
に
は
、
重
労
働
も
あ
り
ま
す
が
、
竹
ベ
ラ

や
ブ
ラ
シ
を
使
っ
た
軽
作
業
も
あ
り
、
楽
し
い
で
す

よ
。

作業する4名の会員さん

ふ　

じ　
や
ま

は
に
わ

ふ
き
い
し

文
化
財
課
発
掘
調
査
Ｇ
Ｌ

　
　
　

  

常
山　

隆
宏 

様

〜
発
注
者
様
・
会
員
さ
ん
の
声
〜

就
業
現
場
を
訪
ね
て

就
業
現
場
を
訪
ね
て

今
回
は
、会
員
さ
ん
が
就
業
し
て
い
る
現
場
を
訪
れ
、「
発
注
者
様
、会
員
さ
ん
」か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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2
0
2
2
年
（
令
和
4
年
）
の
干
支
は
壬
寅
で
す
。

「
寅
」
は
動
く
の
意
味
で
、
春
が
来
て
草
木
が
生
ず

る
状
態
を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
2
2
年
は
五

黄
の
寅
年
と
も
言
わ
れ
、
36
年
に
1
回
訪
れ
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
リ
ー
ダ
ー
気
質
を
持
ち
、
周
囲
を
圧
倒

す
る
強
大
な
パ
ワ
ー
を
持
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
年
の
年
男
は
、
昭
和
13
年
、
昭
和
25
年
生
ま
れ
の

合
計
71
名
の
方
々
で
す
。

◎
昭
和
13
年
生
ま
れ
の
方
〔
満
84
歳
〕
（
9
名
）

高
鶴　

紀
之　
　

小
林
美
代
子　
　

伊
藤　

文
夫

藤
田　

清
司　
　

疋
田　
　

馨　
　

松
井　

達
雄

永
戸　

都
子　
　

大
崎　

澄
子　
　

岩
田　
　

進

◎
昭
和
25
年
生
ま
れ
の
方
〔
満
72
歳
〕
（
62
名
）

井
上　

信
夫　
　

宮
原　

義
治　
　

岡
村　

光
代　
　

田
中　

正
司

佐
藤　

晶
子　
　

西
井　

清
子　
　

市
川　

隆
則　
　

多
賀　

敏
行

濱
西
三
重
子　
　

磯
部
久
美
子　
　

長
谷
川
賢
三　
　

小
林　

真
澄

濵
口　

重
康　
　

伊
藤　

有
二　
　

森　
　

和
夫　
　

太
田　

勝
久

伊
藤　

茂
信　
　

中
村　

貞
三　
　

鈴
木　

良
穂　
　

北
川　

治
生

儀
賀　

正
典　
　
川
喜
田
さ
だ
子　
　

樋
口　

高
夫　
　

千
葉
千
恵
子

青
木　

敬
子　
　

木
村　

芳
雄　
　

伊
藤　

峰
雄　
　

黒
田　

春
男

山
本　

勝
正　
　

北
川　

勝
典　
　

松
岡　

絹
子　
　

大
泉　

泰
雅

瀬
古　

勝
子　
　

益
田　
　

徹　
　

東
屋　

輝
夫　
　

吉
澤　
　

満

松
宮　

憲
二　
　

手
塚
千
代
子　
　

伊
藤　

敬
一　
　

佐
藤　
　

勤

郡
山　

恒
久　
　

佐
藤　

真
美　
　

伊
藤
ハ
ツ
ヨ　
　

林　

ヒ
ト
子

若
松
由
利
子　
　

上
原　

正
廣　
　

小
田
美
津
子　
　

辻
本　
　

学

渡
邊　

信
行　
　

赤
瀬
く
に
子　
　

藤
井　

史
子　
　

磯
上
り
ほ
子

加
藤　

貞
子　
　

高
木　

栄
子　
　

山
口
眞
知
子　
　

藤
田　

勇
夫

服
部　

嘉
夫　
　

油
家　

健
一　
　

山
田　

正
子　
　

木
下　
　

茂

向
井
久
美
子　
　

石
田　

俊
幸

昭
和
13
年
、
25
年
生
ま
れ
の
方
に
、
次
の
テ
ー

マ
で
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

①
あ
な
た
が
今
熱
中
し
て
い
る
こ
と

②
昨
年
中
の
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
感
動
し
た
こ
と

③
今
年
の
抱
負

（
掲
載
順
序
不
同
）

 

南
玉
垣
町

 
 

高
鶴　

紀
之

①
こ
の
年
に
な
っ
て
週
刊
誌
を
毎
週
購
入
し
、
今
世
間

で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
知
る
こ
と
に
心
掛
け
て
、

ボ
ケ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

②
長
男
の
息
子（
孫
）が
現
役
で
富
山
県
の
大
学
へ
合
格

し
た
こ
と
。

③
い
つ
の
間
に
か
男
の
平
均
寿
命
を
超
え
て
生
き
て
い

る
。
一
日
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

 
寺
家
3
丁
目

 
 

松
井　

達
雄

①
さ
つ
ま
芋
を
2
千
本
以
上
移
植
し
、
3
団
体
の
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

②
荒
地
を
開
墾
し
、
28
人
の
男
女
が
野
菜
作
り
を
楽
し

み
毎
日
畑
に
来
て
く
れ
る
。

③
地
域
の
高
齢
の
皆
さ
ん
と
、
仲
良
く
元
気
に
生
活
し

て
い
き
た
い
。

 

白
子
４
丁
目

 
 

宮
原　

義
治

①
市
立
図
書
館
に
週
一
回
行
き
、
本
の
修
理
を
行
う
こ

と
で
、
気
分
転
換
し
て
い
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
せ
ず
に
、
元
気
に
過

ご
せ
た
こ
と
で
す
。

③
元
気
に
過
ご
せ
、
妻
と
旅
行
に
行
く
こ
と
が
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

安
塚
町

 
 

岡
村　

光
代

①
コ
ロ
ナ
禍
で
、
セ
ン
タ
ー
で
働
か
せ
て
貰
い
、
社
会

と
の
繋
が
り
を
少
し
で
も
持
て
る
事
に
感
謝
。

②
８
月
頃
、
私
は
孫
か
ら
「
子
供
が
出
来
た
の
よ
」
来

春
予
定
で
す
。
ひ
孫
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
有
難
い

気
持
ち
で
待
ち
遠
し
い
で
す
。

③
今
後
も
健
康
に
留
意
し
、
一
日
一
日
を
安
全
に
楽
し

く
送
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

み
ず
の
え
と
ら

会
員
の
広
場

昭
和
13
年
生
ま
れ
の
方

昭
和
25
年
生
ま
れ
の
方



 

神
戸
9
丁
目

 
 

西
井　

清
子

①
絵
手
紙
を
集
中
し
て
書
く
こ
と
。
「
手
紙
は
書
き
手

と
読
み
手
二
人
で
書
く
も
の
」
。

②
シ
カ
ゴ
駐
在
の
息
子
家
族
が
5
月
に
約
1
ヶ
月
間
一

時
帰
国
し
て
会
え
た
こ
と
。

③
腰
痛
も
大
分
良
く
な
り
、
「
仏
像
の
世
界
の
旅
」
を

自
分
の
足
で
旅
し
た
い
。

 

北
堀
江
1
丁
目

 
 

太
田　

勝
久

①
神
戸
道
場
と
箕
田
公
民
館
で
将
棋
を
指
し
、
青
少
年

の
森
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
こ
と
。

②
孫
が
小
学
校
へ
入
学
。
娘
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
長
男

を
出
産
し
た
こ
と
。

③
喜
怒
哀
楽
の
人
生
、
元
気
に
明
る
く
、
楽
し
く
暮
ら

し
た
い
。

 

自
由
ケ
丘
3
丁
目

 
 

上
原　

正
廣

①
動
物
た
ち
の
現
状
を
多
く
の
人
に
知
る
機
会
に
と
、

動
物
の
彫
刻
を
造
る
こ
と
。

②
子
供
教
室
で
制
作
に
励
む
子
供
た
ち
の
目
の
輝
き
に

感
動
し
た
。

③
い
つ
も
時
間
に
追
わ
れ
て
い
る
の
で
、
今
度
は
自
分

か
ら
追
う
立
場
に
な
り
た
い
。

 

山
本
町

 
 

辻
本　
　

学

①
S
N
S
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
）
で
の
囲
碁
や
剪
定
動

画
を
視
聴
す
る
こ
と
。

②
様
々
な
行
事
が
中
止
に
な
る
中
、
地
元
老
人
会
の
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
実
施
で
き
た
こ
と
。

③
元
気
で
仲
間
と
一
緒
に
働
く
こ
と
と
、
明
る
い
世
の

中
に
早
く
な
っ
て
ほ
し
い
。

 

東
磯
山
3
丁
目

 
 

向
井　

久
美
子

①
御
朱
印
目
的
で
各
地
に
出
向
く
こ
と
。

②
再
就
職
出
来
た
こ
と
。

③
健
康
で
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
旅
行
が
出
来
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
。

 

西
条
3
丁
目

 
 

加
藤　

貞
子

①
月
に
2
回
の
パ
ン
教
室
と
習
字
で
す
。
気
の
置
け
な

い
仲
間
と
の
時
間
が
な
に
よ
り
の
私
の
楽
し
み
で

す
。
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
食
事
を
し
た
り
！

②
孫
の
お
け
い
こ
の
先
生
が
病
に
倒
れ
ら
れ
た
が
、
リ

ハ
ビ
リ
し
な
が
ら
も
、
お
家
に
帰
ら
れ
た
こ
と
が
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
い
ろ
ん
な
事
に
感
謝
・
楽
し
み
、

体
が
動
く
限
り
い
ろ
ん
な
事
に
頑
張
り
た
い
。

 

長
澤
町

 
 

石
田　

俊
幸

①
衰
え
を
感
じ
な
が
ら
も
、
身
体
を
動
か
し
働
く
こ
と

に
楽
し
み
が
あ
る
こ
と
。

②
仕
事
を
紹
介
し
て
頂
き
、
自
分
に
適
し
た
仕
事
が
出

来
る
こ
と
。

③
病
気
や
怪
我
も
無
く
過
ご
す
こ
と
。
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呼
吸
筋
と
は
、
肺
を
動
か
す
筋
肉
の
こ
と
。
加
齢
で

呼
吸
機
能
が
衰
え
る
の
で
、
呼
吸
筋
を
鍛
え
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
呼
吸
機
能
の

改
善
や
不
安
解
消
に
効
果
が
あ
る
呼
吸
筋
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
で
す
。

呼
吸
筋
は
、
加
齢
に
よ
っ
て
硬
く
な
っ
て
衰
え
、
収

縮
運
動
を
十
分
に
行
え
な
く
な
り
、
息
も
浅
く
な
り
ま

す
が
、
筋
肉
を
ス
ト
レ
ッ
チ
で
ほ
ぐ
す
こ
と
に
よ
り
自

然
と
呼
吸
も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
現
在
、
マ
ス
ク
着

用
生
活
が
続
き
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
呼
吸
が
浅
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
深
い
大
き
な
呼
吸
に
変
え
る
た

め
に
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
呼
吸
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

■
息
を「
吐
く
」筋
肉
の
ス
ト
レ
ッ
チ

❶
両
手
を
頭
の
後
ろ
で
組
み
、ゆ
っ
く
り
鼻
か
ら
息
を

吸
う
。

❷
ゆ
っ
く
り
口
か
ら
息
を
吐
き
な
が
ら
、腕
を
上
へ
伸

ば
し
て
背
伸
び
を
す
る
。

❸
腕
を
後
ろ
へ
引
き
な
が
ら
首
を
少
し
前
へ
倒
し
、息

を
吐
き
き
る
。吐
き
き
っ
た
ら
❶
の
姿
勢
に
戻
し
て

楽
に
呼
吸
す
る
。

■
息
を「
吸
う
」筋
肉
の
ス
ト
レ
ッ
チ

❶
胸
の
前
で
両
手
を
組
み
、ゆ
っ
く
り
鼻
か
ら
息
を
吸

い
、口
か
ら
吐
く
。

❷
吐
き
き
っ
た
ら
、鼻
か
ら
息
を
吸
い
な
が
ら
腕
を
前

に
伸
ば
し
、背
中
を
丸
め
る
。

❷
充
分
に
背
中
を
丸
め
た
ら
、ゆ
っ
く
り
と
息
を
吐
き

な
が
ら
❶
の
姿
勢
に
戻
し
て
楽
に
呼
吸
す
る
。

改
正
特
定
商
取
引
法
の
施
行
に
よ
り
、
令
和
3
年
7

月
6
日
以
降
に
注
文
し
て
い
な
い
の
に
あ
な
た
宛
て
に

届
い
た
商
品
（
一
方
的
な
送
り
付
け
行
為
「
送
り
付
け

商
法
」
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
3
箇
条
が
対
応
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
商
品
は
直
ち
に
処
分
可
能

注
文
や
契
約
を
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金

銭
を
得
よ
う
と
し
て
一
方
的
に
送
り
付
け
ら
れ
た
商
品

に
つ
い
て
は
、
消
費
者
は
直
ち
に
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
事
業
者
か
ら
金
銭
を
請
求
さ
れ
て
も
支
払
不
要

一
方
的
に
商
品
を
送
り
付
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
金

銭
を
支
払
う
義
務
は
生
じ
ま
せ
ん
し
、
仮
に
消
費
者
が

そ
の
商
品
を
開
封
や
処
分
し
て
も
金
銭
の
支
払
い
は
不

要
で
す
。（
金
銭
の
支
払
い
を
請
求
さ
れ
て
も
応
じ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
）

③
誤
っ
て
金
銭
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、す
ぐ
に
相
談

一
方
的
に
送
り
付
け
ら
れ
た
商
品
の
代
金
な
ど
を
請

求
さ
れ
、
支
払
義
務
が
あ
る
と
誤
解
し
て
、
金
銭
を
支

払
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
も
、
そ
の
金
銭
に
つ
い
て
返
還

を
請
求
で
き
ま
す
。（
困
っ
た
場
合
は
、
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
1
8
8
番
へ
相
談
を
）

かかとは
つけたまま、
ひじをピンと
伸ばす

頭を腕の中に
入れる感じで、
腰は曲げない

背中がボールに
なるようなイメージで

呼
吸
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
を

　
　
　
　
行
い
ま
し
ょ
う
！！

「
送
り
付
け
商
法
」の

　
　
　
　
　
　
規
制
強
化
！
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
互
助
会
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
と
共
に
お
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。日

頃
は
、
会
員
互
助
会
の
事
業
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中

で
猛
威
を
振
る
い
、
日
本
で
も
第
5
波
の
感
染
が
拡
大

し
、
人
流
が
制
限
さ
れ
、
長
期
に
亘
り
経
済
活
動
に
も

大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。
幸
い
、
昨
年
10
月
頃
か
ら

第
5
波
も
収
束
方
向
に
向
か
い
、
世
の
中
も
活
気
づ
い

て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
6
波
の
発
生
も
危
惧
さ

れ
て
お
り
、
油
断
は
出
来
ま
せ
ん
。

趣
味
同
好
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
状
況
の
整
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
感
染
防
止
の
基
本
事
項
を
守
り
開
始

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
来
年
度
の
恒
例
の
春
と
秋
の
親
睦
旅
行
に
つ

い
て
、
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
計
画
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
感
染
防
止
に
留

意
さ
れ
、
お
仕
事
や
趣
味
同
好
会
活
動
を
通
じ
て
生
き

甲
斐
を
見
い
だ
し
、
相
互
の
交
流
を
深
め
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

◎
会
員
の
皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

現
在
6
つ
の
同
好
会
が
あ
り
、
延
べ
1
0
6
名
の
会

員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
同
好
会
を
通
じ
て
友
達
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

◎
新
し
く
同
好
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

　

5
名
以
上
で
同
好
会
を
結
成
出
来
ま
す
。

　

助
成
金
も
出
ま
す
。
詳
し
く
は
セ
ン
タ
ー
事
務
所
ま

で
連
絡
下
さ
い
。

◆
第
53
回
鈴
鹿
市
美
術
展 

入
賞
・
入
選
作
品
４
点

　

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
が
定
め
て

い
る「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月

間
」中
の
10
月
16
日（
土
）に
、役
職
員
及
び
会
員
併
せ
て

37
名
が
集
い
、市
立
図
書
館
周
辺
の
除
草
清
掃
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

  

地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
12
月
3
日（
金
）に
第
一

療
育
セ
ン
タ
ー
・
保
健
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
、
12
月
10
日

（
金
）に
ベ
ル
ホ
ー
ム
周
辺
の
除
草
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
互
助
会
会
長

　
　

世　

古　

満　

美

参加した会員さん達
（於 保健センター）

ベルホーム周辺の
作業風景

ボランティアに参加した
会員さん達

会
員
互
助
会
だ
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

趣
味
同
好
会
活
動
に
つ
い
て

写
真
愛
好
会
の
活
動
状
況

１ 

「
シ
ル
バ
ー
月
間
」に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

２ 

福
祉
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
班
に
よ
る
活
動

教育長賞　西口 勝氏

無鑑査　鈴木 久氏 入選　小河 義夫氏

JA鈴鹿賞　伊藤 康生氏
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令
和
3
年
分
の
確
定
申
告
が
必
要
な
会
員
は
、
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
配
分
金
の
「
支
払
証
明
書
」
や

給
与
収
入
の
「
源
泉
徴
収
票
」
は
、
確
定
申
告
の
開
始

時
期
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

午
前
8
時
15
分
〜
午
後
5
時
ま
で

休
業
日 

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

セ
ン
タ
ー
事
務
所
の
休
業
日
に
事
故
な
ど
で
緊
急
に

連
絡
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
次
の
電
話
番
号
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
0
8
0

－

4
5
4
2

－

3
1
1
4

　

②
0
8
0

－

3
6
1
3

－
1
2
9
2

令
和
3
年
度
の
会
費
を
ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
方

は
、
早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

お
友
達
、ご
親
戚
の
方
を
新
規
会
員
に
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
。特
に
、剪
定
、草
刈
の
で
き
る
方
募
集
中
で
す
。

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
会
員
に
は
、
記
念
品
（
ゴ
ミ
袋

50
枚
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

採
用

◆
10
月
18
日
付
け
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

   

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員（
除
草
担
当
）

 
 

 
 

　
　

杉
野　

正
人

◆
11
月
1
日
付
け
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

   

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員（
事
務
担
当
）

 
 

 
 

　
　

武
田　

智
美

退
職

◆
10
月
31
日
付
け
で
退
職
し
ま
し
た
。

　
　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員（
事
務
担
当
）　

内
田　

奈
美

　
　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員（
除
草
担
当
）　

坂
本　

定
利

令
和
3
年
は
、「
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」が
開
催
さ
れ
、ま
た
、菅
首
相
の
辞
任
、岸

田
新
首
相
の
誕
生
、衆
議
院
の
解
散
・
総
選
挙
な
ど
激
動

の
一
年
で
し
た
が
、一
番
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
急
拡
大
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

鈴
鹿
市
に
お
い
て
は
、10
月
か
ら
の
宣
言
解
除
後
の
感

染
者
数
は
減
少
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
が
、人
流
が
活

発
に
な
り
、県
を
ま
た
ぐ
移
動
が
増
加
す
れ
ば
、再
度
、

感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
し
、新
た
な
変
異
株
に
も

注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、マ
ス
ク
の
着
用
、手
洗
い
、消
毒
の
励
行
な

ど
感
染
対
策
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、3
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
、健
康
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
表
紙
　
富
士
山
一
号
墳
】

菅
原
神
社
前
一
帯
に
は
13
基
以
上
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
一
号
墳
を
除
い
て
は
そ
の
原
形
を
留
め
て
い
な

い
。
令
和
2
年
に
竹
を
伐
採
し
た
と
こ
ろ
、
全
長
63
㍍
の

前
方
後
円
墳
が
姿
を
現
し
た
。
埋
葬
施
設
等
の
詳
細
は
不

明
で
あ
る
が
、
規
模
か
ら
推
察
し
一
号
墳
が
主
墳
と
考
え

ら
れ
る
。
一
号
墳
は
「
大
鹿
の
大
塚
」
と
呼
ば
れ
、
国
分

町
周
辺
を
治
め
て
い
た
豪
族
・
大
鹿
氏
の
墓
だ
と
思
わ
れ

る
。
町
内
に
は
奈
良
時
代
に
建
立
さ
れ
た
伊
勢
国
分
寺
跡

が
あ
る
が
、
こ
の
大
鹿
一
族
が
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
て
お

り
、
歴
史
を
語
る
貴
重
な
古
墳
の
一
つ
で
あ
る
。

お
お
　
か

緊
急
時
の
連
絡
に
つ
い
て

会
費
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い

新
規
入
会
者
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

編
集
後
記

支
払
い
証
明
書
及
び

源
泉
徴
収
票
の
送
付
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー（
事
務
所
）の
開
所
時
間

※
支
払
い
日
は
、
就
業
先
の
都
合
等
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

給与（派遣）
支払予定日
●

  1月25日（火）
  2月25日（金）
  3月25日（金）
  4月25日（月）
  5月25日（水）
  6月24日（金）
  7月25日（月）
  8月25日（木）

配分金
支払予定日
●

  1月19日（水）
  2月15日（火）
  3月15日（火）
  4月18日（月）
  5月20日（金）
  6月16日（木）
  7月15日（金）
  8月16日（火）

配
分
金
及
び
給
与
の
支
払
い
予
定
日

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
事
務
所
電
話
番
号
0
5
9
-3
8
2
-6
0
9
2
）

事
務
所
職
員
の
人
事
異
動


